
パンタグラフの構造変更による

剛体電車線の波状摩耗対策
集電力学研究室

 剛体電車線の波状摩耗の成長を抑制します。
 保守コストを低減します。

剛体電車線のしゅう動面凹凸の低減による電車線側での波状摩耗対策を提案
します。

概 要

しゅう動面凹凸の低減による

剛体電車線の波状摩耗対策
電車線構造研究室

 波状摩耗を抑制するパンタグラフの開発を支援します。

パンタグラフの構造変更による剛体電車線の波状摩耗対策を提案します。概 要

図１ パンタグラフの設計指針の提案

すり板配列
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固形潤滑材の
材質変更

舟体材質・構造変更

図２ 振動特性の改良例
（青線：変更前、赤線：変更後）

③しゅう動面切削装置
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①波状摩耗の例
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本ページ上段へ
④対策効果

図１ 剛体電車線波状摩耗対策のフロー
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